
撮影頻度の
高いエリア

2025年新規
撮影箇所

初夏及び秋に撮影
回数が多い傾向

メスの撮影数増加

（茨城署における過去2年間（令和6年度・7年度）の撮影状況）

大子町上野宮での
撮影が8割近く
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茨城森林管理署シカマップ（令和6年度及び7年度）

茨城森林管理署では、ニホンジカの生息状況を把握するため、管内19か所に自動撮影カメラ（センサー
カメラ）を設置し、年間を通して定点観測を行っています。令和6年度及び7年度の撮影状況は次のとおり
です。
（撮影頭数の推移）令和7年度の撮影頭数は60頭（令和6年度83頭）となり、前年度に比べ減少しました。
（新たな撮影箇所）令和7年度は、新たに高萩市下君田、常陸大宮市高部でそれぞれ1頭の撮影がありまし

た。撮影頭数の減少と合わせると、生息範囲が拡散したことが推測されます。
（データの活用） 茨城森林管理署の対策の検討材料にするとともに、四半期に1度のペースで撮影状況

をHP上で公表し、茨城県内の関係者と広く共有します。

令和8年5月1日
茨城森林管理署



（参考）R6年からR7年の撮影箇所の変化
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R6（2024）年度

2025年新規
撮影箇所

R7（2025）年度
資料：茨城森林管理署

資料：茨城森林管理署
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（参考）主な撮影状況（R7）

R7.7.30
大子町上野宮
メス、幼獣

R7.10.6
大子町上野宮
オス

R8.1.5
大子町上野宮
オス

R7.6.15
（大子町上野宮）
メス

資料：茨城森林管理署 資料：茨城森林管理署
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